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はじめに

都市農業を指す指標の一つである都市的農業地域は

東北地域にも多分に存在し、農地の を占めている。

年 月に施行された「都市農業振興基本法」では、

都市農業の安定的な継続を図ることが明示されている。

生鮮農産物の供給や、災害時の防災空間となることな

ど、都市農業の意義は大きい。しかし、高度経済成長

期以降、現在まで都市農業・農地は縮小を続けている。

都市農業経営が安定的に継続するためには、周辺住

民から苦情が多いことも解決すべき課題の一つであ

り、住民の農業理解を育むことが重要である。これ

は、農地が住宅に接する都市農業独特の課題であり、

農業者の取組によって改善する可能性をもつ。

本研究で取り上げる農業体験農園 以下、農園 とは、

農園の経営を行う農業者 以下、農園主 が作付計画を

作成するとともに、農具や種苗、肥料、農薬、資材等

を用意し、定期的に講習会を開催して、農園を利用す

る者 以下、利用者 に栽培方法などを指導する取組で

ある。一方で、利用者は利用料金を前払いして播種・

植え付けから収穫までの農作業を体験する 。

農園主対象の研究として、農園が収益の向上につな

がることが明らかにされている 。また、利用者対象

の研究としては、農園が利用者に及ぼす効果について

解明されている 。しかし、利用者が農園の利用を通

じて都市農業の重要性を認識しているか、利用者の理

解促進が農園主の経営に与える影響、についての研究

は見られない。この点は、農園の安定的継続を考える

上で重要であろう。

講習会等にて農家から農作業を学べることや、農家

との交流が豊富にあることなど、利用者の農業理解促

進への機会はある。そこで、利用者へのアンケートか

ら、農園の利用による①農業理解の程度、②理解促進

が農園主に与える影響、について解明する。

試験方法

先進的に農園の取組を始めた東京都練馬区において、

全農園利用者（ 農園： 名）を対象にアンケー

トを実施した（調査期間： 年 月～ 月）。各農園

主に調査票を郵送し、農園主から利用者に配布した。

調査項目は、主に利用者の農業理解の程度を把握す

るものとして、農林水産省が定めた都市農業の意義「

新鮮で安全な農産物の供給（以下、 供給）」、「 心や

すらぐ緑地空間（ 緑地）」、「 農業への理解醸成（

理解）」「 農業体験・交流活動の場（ 交流）」「 国

土・環境の保全（ 環境保全）」「 災害時の防災空間

（ 防災）」について、利用者の認識（「大いに果たし

ている」～「全く果たしていない」からの選択）を尋

ねている。

回収率は、 であった。性別は、男性 、女

性 である。また、年齢については、 歳以上が

割程度を占めている。

試験結果及び考察

まず、農園の利用によって、「農業に対する理解が進

んだか」を尋ねると、 割以上の利用者が「そう思う」

と答えている。自己評価において、農業理解が進んだ

と答える利用者は多い。

そこで、都市農業の意義・重要性への認識をもとに、

利用者にどういった理解が進んだのかを整理する。各

項目について、「果たしている 大いに ある程度果たし

ている 」と考えている利用者は 割～ 割超である

（図 ）。「平成 年度食料・農業・農村白書 農林水

産省 」に記された一般的な都市住民 と本調査の利

用者 の都市農業の意義の認識の程度を比較すると、

「 供給 ： 、： 」「 緑地 ： 、

： 」「 理解 ： 、： 」「 交流 ：

、 ： 」「 防災 ： 、 ： 」

であった。このことから、利用者が都市農業の意義・

重要性をより強く認識していると考えることができる。

次に、「大いに果たしている」＝ 点～「全く果たし

ていない」＝ 点として、集計した平均値を理解度と

して、各項目を利用年数ごとに見ていく。「 供給」「

緑地」は、比較的理解度が高い項目であり、利用年数

と理解度には正の相関がある（図 ）。また、「 理解」

「 交流」は、 年目の利用者も認識しており、利用

年数によって理解度の差はあまり見られなかった 図

省略 。最後に、「 環境保全」「 防災」は、比較的、

利用者の理解度が高くない項目ではあったが、利用年

数と理解度には正の相関があった（図 ）。なお、この

項目については、農園によって理解度に差異が見られ

た。特に農地を利用して、防災訓練を実施している農

園における「 防災」の理解度は と他の農園

に比べて非常に高かった。このことから、農園

主の独自の活動によって理解がより深められたと考え

ることができる。

また、近隣住民におすそ分けをする利用者 や、

家族や親戚に農業の話をする利用者（ ）が確認さ

れた。利用者のみならず、利用者の身近な人の農業理

解にも波及することが示唆される。

次に、都市農業の理解者を生むことによる農園主の

経営に与える影響について指摘する。図 は農園のイ

ベントに対して「主体的に参画していきたい」と回答
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した人の割合を利用者の つの理解度の平均値別に見

たものである。ここで「主体的」とは、ただ参加する

だけではなく、積極的に運営などにも協力したいとい

う旨を含んでいる。理解度と協力意向には正の相関が

ある。このことからは、理解度の高まりが、農園主へ

の協力意向を高めていることが見てとれる。実際に、

農園主の話では、都市農業の重要性や農業の苦労を実

感した利用者が講習会の準備や指導を自発的に手伝う

など、農園主への貢献・協力が見られた。

まとめ

農園の取組が利用者の農業理解に貢献していること

が明らかになった。農園主においては、防災訓練のよ

うな工夫を加えることによって利用者の理解をさらに

促進させることが期待される。また、このような理解

者の増加が、都市地域の農業者を支えていることが明

らかになった。周辺住民を営農活動に参加させつつ農

業を知ってもらうことが、都市農業経営の安定的継続・

発展の つのあり方であろう。

注：本報告は、「藤田武弘，藤井 至，稲葉修武

東京都練馬区農業体験農園利用者アンケート調査

報告書 和歌山大学観光学部」において実施された

調査の一部を活用している。
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図 都市農業の意義への認識 図 農園の利用年数と農業の意義に対する理解度

注）横軸：利用年数、縦軸：理解度

図 農園の利用年数と農業の意義に対する理解度

注）横軸：利用年数、縦軸：理解度

図 農業の意義に対する理解度とイベント協力意向

注）横軸：理解度

縦軸：イベント協力意向をもつ利用者の割合
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